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議事要旨 

会議名 第２回 佐賀駐屯地に関する協議会 

開催日時 令和８年７月 21 日（火）午前 10 時 00 分から午前 10 時 40 分まで 

場所 佐賀市役所本庁舎 南棟２階 庁議室 

出席者 〔佐賀市〕 

・坂井副市長 

・星下部長（政策推進部） 

・豊田部長（農林水産部） 

・馬場部長（環境部） 

〔佐賀市議会〕 

・永渕副議長 

〔防衛省・自衛隊〕 

・池田次長（九州防衛局） 

・青山司令（佐賀駐屯地） 

〔佐賀県〕 

・山崎室長（駐屯地調整室） 

〔佐賀市自治会協議会〕 

・小城原会長 

〔佐賀県有明海漁業協同組合〕 

・中島運営委員長（南川副支所） 

〔佐賀県農業協同組合〕 

・岸川総合部長（佐城エリア） 

議題 １ 部会からの報告 

２ 佐賀駐屯地の現況について 

３ 意見交換 

概要 議題１ 部会からの報告 

〔農業部会〕 

・部会長の豊田部長から、今年１月 26 日に開催した部会での意見交

換の主な内容として、海水混合施設に起因する平和搦の農地の冠

水事案と、駐屯地周辺における小型無人機の飛行手続きについて

報告。 

〔生活環境部会〕 

・部会長の馬場部長から、今年１月 28 日に開催した部会での意見交

換の主な内容として、県道の補修と佐賀空港周辺における騒音測

定について報告。 
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議題２ 佐賀駐屯地の現況について 

・九州防衛局から、開設から１年経過する中でオスプレイは安定的

な運用が実施できていること、宿舎工事は４月に着工し、８月か

ら約４か月間の土砂運搬を予定しており、環境保全対策や安全対

策を十分に実施すること、オスプレイの訓練は、引き続き、安全

を大前提として、地域への影響に配慮しながら行うことなどを説

明。 

・佐賀駐屯地から、オスプレイは防災訓練や災害対処訓練などにも

参加していること、隊員は積極的に地域のボランティア活動等に

参加していること、開設後１年間で約 200 件の見学や研修を受け

入れてきたこと、引き続き地域の発展に貢献できるよう努めてい

くことなどを説明。 

議題３ 意見交換 

・目達原駐屯地からのヘリコプター50 機の移駐スケジュールを教示

してほしい。（佐賀市議会） 

→現時点で決まっていない。佐賀駐屯地の施設整備の状況を踏まえ

て、検討していきたい。（九州防衛局） 

・駐屯地西側土地の購入については、どのような状況か。（佐賀市議

会） 

→佐賀駐屯地の用地については、現在、係争中であるため、今後の

裁判の状況を踏まえながら、対応していきたい。（九州防衛局） 

・オスプレイの低空飛行訓練の予定と訓練実施時の事前の情報提供

について、教示してほしい。（佐賀市） 

→低空飛行訓練の実施時期は、現時点で未定である。訓練の詳細が

決まれば、適切にしっかり情報提供していきたい。（九州防衛局） 

・宿舎工事については、騒音や振動、交通マナー、道路への影響等、

周辺の生活環境や事業活動に十分な配慮をお願いする。また、市

民から問合せ等があった場合は、丁寧な対応をお願いする。（佐賀

市） 

→土砂運搬に当たっては、子どもの安全確保や通勤への影響を最小

限とすることを念頭に置き、午前７時から午前８時半までは土砂

搬入を行わない。また、工事車両の運転手には、交通マナーや法

定速度の遵守、過積載の防止などを徹底して指導していきたい。

その上で、運搬経路では、振動の調査を実施するとともに、問合

せには、丁寧に対応していきたい。（九州防衛局） 
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・農繁期や海苔漁期の工事車両の通行については、十分な配慮をお

願いする。（佐賀市） 

→農業や漁業への影響も確認しながら、できるだけ影響が少なくな

るよう、様々な配慮を行いたい。何か影響等があれば、教えてほ

しい。（九州防衛局） 

・駐屯地周辺での農業用ドローンの飛行については、窓口の一本化

やウェブ申請等を含め、手続きの簡素化をお願いする。また、駐

屯地の担当者の不在時であっても、適切に対応できる体制を整え

てほしい。（佐賀市） 

→小型無人機等飛行禁止法は、警察庁の所管であるため、防衛省・

自衛隊として答える立場にないが、その上で、駐屯地としては、

地域の方々から手続きの簡素化や担当不在時の対応等の要望を受

けているため、今後、対応を協議していきたい。具体的には、電子

メールでの申請受付や一定期間の包括的な対応など、手続きの負

担軽減に取り組んでいきたい。また、担当者の不在時でも、メー

ルでの申請受付等により対応していきたい。（佐賀駐屯地） 

・佐賀市では、昭和５６年から地域住民が河川清掃をしているため、

隊員の方は、できる範囲で協力してほしい。また、居住する地域

の自治会へ加入していただき、家族も含めて、地域行事やＰＴＡ、

まちづくり協議会などの活動に参加をお願いする。（佐賀市自治会

協議会） 

→隊員が積極的に地域のコミュニティに参加し、地域の発展のため

に貢献することは、駐屯地司令としての方針（「佐賀を愛し、佐賀

から愛される駐屯地にしたい」）に合致しているので、積極的に取

り組んでいきたい。（佐賀駐屯地） 

・自衛隊の理解促進のため、引き続き、自治会長などの研修や見学

の受入れをお願いする。（佐賀市自治会協議会） 

→開設後の１年間で約 200 件の視察や見学を受け入れてきた。本来

任務に影響しない範囲で、引き続き、研修や見学の受入れをして

いきたい。（佐賀駐屯地） 

・佐賀県では、昨年度の航空機騒音の測定結果を公表されているが、

その結果について、環境基準と比較した見解をお尋ねする。また、

他の測定結果があれば教示してほしい。（佐賀市） 

→騒音については、佐賀県で測定されており、大きな影響があった

とは聞いておらず、苦情も限られた件数と聞いている。地域への
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影響にできるだけ配慮していくことが大事と思うので、騒音の状

況をしっかり確認していく。（九州防衛局） 

→佐賀空港周辺における騒音測定については、駐屯地の開設前から

４地点（川副町の大詫間、小々森、犬井道、白石町の八平）で行っ

ている。令和７年度の測定結果については、全ての地点において、

これまでの測定結果の範囲内であり、過去の最高値を超えるもの

ではなかった。また、公害防止協定による騒音測定については、

川副町の３地点（国造搦の西堤防、大詫間の南、西干拓）で行って

おり、今月末に開催予定の佐賀空港公害対策連絡協議会で報告さ

れる予定。（佐賀県） 

・駐屯地や各樋門からの排水の水質測定結果について、公害防止協

定で定める排水の水質基準や法令に基づく基準と比較した見解を

お尋ねする。（佐賀市） 

→排水や水質については、漁協と相談しながら、様々な対応を行っ

ている。駐屯地の設置又は運用による地域への影響に特に配慮し

ながら、今年度以降も適切にしっかりと対応していきたい。（九州

防衛局） 

・駐屯地の開設前後で、鳥類や水生生物、干潟生物への影響が見ら

れるのか、過去の環境現況調査も結果と比較した見解をお尋ねす

る。また、当分の間は、環境現況調査を続けるようお願いする。

（佐賀市） 

→環境現況調査は、令和４年から実施しているが、確認された種類

や個体数に大きな変化は見られないため、工事による影響は少な

いと認識している。まずは、現在の調査をしっかり行うことが大

事と思うので、その調査の状況を見ながら、今後の調査は判断し

ていく。（九州防衛局） 

・本市としては、安全性の確保を大前提に、地域との調和が大事と

考えているため、佐賀駐屯地においては、今後とも安全性の確保

に細心の注意を図りながら、着実な運用をお願いする。（佐賀市） 

→引き続き、佐賀駐屯地として、安全を第一に航空機を運行し、地

域の発展のため、しっかり貢献していきたい。（佐賀駐屯地） 

 

（以上） 


